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－ カニの恵みと訪れた多くの人に感謝！ －
第 13 回かすみカニ感謝祭

　松葉ガニの終盤を彩るイベント「かすみカニ

感謝祭」が 3月 2 日、柴山港で行われ、恒例

の親子カニ歩き競走などのほか、カニ料理が無

料で振る舞われ、訪れた約１万人が冬の味覚を

堪能しました。

　約 1,000 人分が用意されたカニ汁の配布コー

ナーでは、多くの人が名残惜しそうにしながら

も、冬の味覚を存分に味わっていました。



広報 ふるさと香美 2014.4 － 2

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

施
政
方
針

平
成
26
年
度

第
77
回
香
美
町
議
会
施
政
方
針
演
説
か
ら
抜
粋

　

第
77
回
香
美
町
議
会
が
２
月
26
日
に
開
会
し
、
総

額
２
４
９
億
円
の
平
成
26
年
度
予
算
な
ど
が
審
議
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
浜
上
町
長
が
同
議
会

の
冒
頭
に
行
っ
た
施
政
方
針
演
説
の
概
要
と
予
算
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
施
政
方
針
演
説
の
概
要
）

　

香
美
町
誕
生
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、

第
３
期
町
政
の
本
格
的
な
取
り
組
み
の
年
と
な
り
ま

す
。
懸
案
と
な
っ
て
い
た
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
決
算
で
実
質
公
債
費
比
率
が
健
全
化
基

準
を
下
回
る
見
込
み
で
あ
り
、
財
政
調
整
基
金
も
万

が
一
の
災
害
な
ど
に
対
応
で
き
る
水
準
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
（
本
号
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
も
町
民
の
皆
様
の
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
財
政
状
況
の
改
善
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
今
後
は
「
ふ
る
さ
と
香
美
町
の
活
力
を
取
り

戻
す
」
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

次
に
掲
げ
る
７
つ
の
重
点
施
策
を
町
政
の
柱
と
位
置

付
け
、
町
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
り
今
年
度
に
臨
む

所
存
で
す
。

■
産
業
・
観
光
の
振
興

　

国
に
お
い
て
は
、
早
期
に
デ
フ

レ
を
脱
却
し
、
強
い
経
済
を
実
現

す
べ
く
「
三
本
の
矢
」（
大
胆
な

金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、

民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦

略
）
に
よ
り
、
家
計
所
得
や
投
資

の
増
加
傾
向
が
続
き
、
景
気
は
緩

や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
町

を
含
む
地
方
部
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
効
果

を
実
感
す
る
ま
で
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
に
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
に
加
盟
し
て
い
る
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ほ
か
、
冬
の
味
覚 

松
葉
ガ
ニ
、

神
戸
ビ
ー
フ
な
ど
の
素
牛
で
あ
る
但
馬
牛
、
米
・
食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
で
何
度
も
金
賞
を
受
賞
し

た
村
岡
米
な
ど
誇
る
べ
き
特
産
品
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
て
産

業
振
興
を
進
め
る
た
め
に
は
、
観
光
産
業
を
基
軸
と

し
た
各
産
業
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら
に
強

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
町
の
活
力
を
取
り

戻
す
」
そ
し
て
「
歳
出

の
削
減
か
ら
歳
入
の
改

善
」
を
図
る
た
め
に
は
、

町
内
の
各
種
産
業
な
ら

び
に
観
光
の
振
興
が
不

可
欠
で
す
。
そ
う
し
た

中
、
今
年
度
の
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｇ
Ｇ

Ｎ
再
認
定
や
夢
但
馬
２

０
１
４
の
開
催
な
ど
を
、

産
業
・
観
光
振
興
の
好
機
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
就
任
以
来
検
討
し
て
き
た
「
香
美
町
役
場

神
戸
営
業
所
」
は
、
県
庁
近
く
に
事
務
所
を
設
置
し

て
町
職
員
２
人
を
配
置
。
本
町
の
観
光
資
源
な
ど
を

京
阪
神
地
域
に
情
報
発
信
す
る
た
め
に
、
精
力
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

夢
但
馬
２
０
１
４
は
、
県
実
施
事
業
へ
の
積
極
的

な
参
画
を
町
民
の
皆
様
に
促
す
と
と
も
に
、
町
内
主

要
事
業
な
ら
び
に
町
内
登
録
事
業
の
実
施
を
通
し
、

町
外
か
ら
多
く
の
交
流
人
を
迎
え
入
れ
、
本
町
の
魅

力
を
発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
海
の
文
化
館
を
「
ジ
オ

パ
ー
ク
と
海
の
文
化
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
拠
点
施
設
と
し
て
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香
美
町
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の

各
種
施
策
の
厳
選
を
行
い

７
つ
の
重
点
施
策
を
実
施

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
然
学
校
や
観
光
客

な
ど
の
受
け
入
れ
を
促
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
種
産
業
の
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、

農
林
水
産
業
や
商
工
業
に
携
わ
る
皆
様
に
対
し
て
各

種
の
補
助
制
度
を
新
設
し
、
き
め
細
か
な
対
策
を
行

い
ま
す
。

　

地
域
内
で
の
循
環
型
経
済
を
目
指
し
て
、「
町
内

で
で
き
る
こ
と
は
、
町
内
の
事
業
者
で
」
と
い
う
考

え
方
を
基
本
方
針
と
し
て
、
公
共
事
業
な
ど
で
の
町

内
業
者
の
優
先
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
町
内

事
業
者
の
技
術
力
や
経
営
力
な
ど
の
向
上
を
図
る
た

め
に
「
中
小
企
業
人
材
育
成
支
援
事
業
」
を
新
設
し

■
町
内
の
活
性
化

ま
す
（
本
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

一
方
、
昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
内
容
を
一
新
（「
産
業
活

性
化
緊
急
支
援
事
業
」
を
廃
止
し
て
「
地
域
内
経
済

循
環
促
進
事
業
」
を
新
設
）
し
て
、
助
成
形
態
を
金

銭
給
付
か
ら
現
物
給
付
（
商
品
券
）
に
転
換
す
る
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
地
元
経
済
の
循
環
を

促
進
し
ま
す
（
本
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

そ
し
て
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
民
間
団
体
な
ど

が
行
う
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
活
動
を
支
え
る
た

め
、
第
１
回
と
な
る
「
香
住
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
対

す
る
支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

町
総
合
計
画
で
は「
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
応
」

を
掲
げ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
促
進
や
そ
の
意
識
啓
発
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
方
針
の
具
体
策
と
し
て
、
昨
年
度
策
定

の
「
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

今
年
度
は
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
た
め
の
調
査
・
設
計
を
委
託
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

香
住
沖
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
１

月
に
講
演
会
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
様
の
意
識
啓
発

を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
よ
り
連
携
を
密
に
し
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
に
積
極
的
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
町

へ
の
経
済
的
波
及
効
果
に
繋
が
る
取
り
組
み
に
努
め

ま
す
。

　

全
国
的
に
も
少
子
高
齢
化
の
進
展
は
著
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
本
町
で
も
、
出
生
者
数
は
平
成
２
年

に
２
４
１
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
22
年
に
は
１

３
０
人
と
、
20
年
間
で
１
１
１
人
、
率
に
し
て
約

46
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率
は
平
成

２
年
に
19
・
２
％
で
し
た
が
、
平
成
22
年
に
は
33
・

１
％
と
、
20
年
間
で
13
・
９
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て

い
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
ま
す
ま

す
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
「
必
要
な

と
き
」
に
「
で
き
る
だ
け
身
近
」
に
あ
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
町
民
の
皆
様
が
受

け
ら
れ
る
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し

て
、
町
内
医
療
機
関
や
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携
を

深
め
ま
す
。
ま
た
、
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
先
進

地
方
病
院
の
取
り
組
み
事
例
の
研
究
を
本
格
化
し
、

「
ど
う
す
れ
ば
医
師
を
招
へ
い
で
き
る
か
」
そ
し
て

「
ど
の
よ
う
な
招
致
条
件
が
必
要
な
の
か
」
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
度
、
公
約
実
現
の
第
一
弾
と
し
て
「
中
学
３

年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
」
を
実
施
し
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

■
新
分
野
へ
の
取
り
組
み

■
医
療
・
福
祉
の
充
実
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そ
う
思
え
る
香
美
町
の
た
め
に
―
―

こ
の
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

す
が
、
今
年
度
か
ら
、
従
来
の
「
出
産
祝
金
制
度
」

を
廃
止
し
、
新
た
に
「
出
産
祝
福
商
品
券
制
度
」
を

設
け
、
す
べ
て
の
新
生
児
に
対
し
出
産
祝
品
（
商
品

券
）
を
支
給
す
る
こ
と
で
、
よ
り
広
範
で
公
平
な
制

度
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
（
本
号
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
度
の
制
度
施
行
を
目
途
に
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。「
子
ど
も
子
育
て
会
議
」
に
お
い
て
、

今
後
の
幼
児
教
育
や
保
育
の
在
り
方
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
、
関

係
者
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

計
画
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
３
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
「
高
齢
者
福
祉
計
画
」
な
ら
び

に
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
の
「
介
護
職
員
育
成
奨

励
事
業
」
の
継
続
、
民
間
の
介
護
事
業
所
の
進
出
を

促
進
す
る
た
め
の
「
介
護
保
険
施
設
等
整
備
事
業
」

を
新
設
し
、
次
期
計
画
期
間
の
円
滑
な
運
営
が
図
れ

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
来
、
国
を
挙
げ
て
防
災

対
策
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
震

災
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
も
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

町
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

は
、
昨
年
度
に
小
代
区
が
完
了
、
今
年
度
は
村
岡
区

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
合
併
時
の
懸
案
で
あ
っ
た
放

送
形
態
の
全
町
統
一
が
完
了
し
ま
す
。
今
後
、
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
円
滑
な
運
用
に
資
す
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
で
は
、
香
住
第
一

中
学
校
校
舎
の
耐
震
改
修
工
事
を
は
じ
め
、
村
岡
小

学
校
体
育
館
耐
震
改
修
工
事
、
奥
佐
津
・
兎
塚
・
射

添
の
３
小
学
校
の
各
体
育
館
耐
震
化
に
向
け
た
実
施

設
計
、
柴
山
・
射
添
の
２
幼
稚
園
の
耐
震
診
断
を
実

施
し
ま
す
。
今
後
、
他
の
公
共
施
設
の
耐
震
化
も
可

能
な
限
り
早
期
に
着
手
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
児
童
・
生

徒
の
通
学
、
高
齢
者
な
ど
の
通
院
・
買
い
物
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通
機
関

が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
町
域
が
広
く
、
集
落
が
点
在
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
必
ず
し
も
利
便
性
の
高
い
乗
り
物
と
は
言

え
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
を
公
共
交
通

機
関
、
と
り
わ
け
バ
ス
交
通
の
抜
本
的
見
直
し
を
行

う
上
で
の
調
査
・
研
究
の
年
と
し
、
新
た
な
運
行
体

系
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
個

性
を
尊
重
し
、
思
い
や
り
と
自
己
責
任
を
果
た
せ
る

人
づ
く
り
、
社
会
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
抱
え
る
教
育
の
課
題
は
、
今
後
の
小
規
模

校
の
在
り
方
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
「
学
校
間
ス
ー
パ
ー
連
携
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」
な
ど
の
成
果
を
十
分
に
検
証
す
る
と
と

も
に
、
教
育
環
境
調
査
の
結
果
や
８
月
に
開
催
予
定

の
教
育
環
境
会
議
に
お
け
る
地
域
や
保
護
者
の
皆
様

の
ご
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
今
後
の
教
育
環
境
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
地
元
食
材
の
学
校
給
食
へ
の
利
用
促
進
、

食
育
教
育
の
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
「
ふ
る
さ
と
給

食
推
進
事
業
」
の
積
極
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
香
住
区
内
の
２
中
学
校
寄
宿
舎
は
老
朽
化

や
利
用
者
数
の
減
少
を
考
慮
し
て
、
改
修
せ
ず
に
廃

止
す
る
こ
と
と
し
、
通
学
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
購
入
し
て
冬
季
の
通
学
に
対
応
し

ま
す
。

　
　

（
以
上
、
施
政
方
針
演
説
を
一
部
抜
粋
、
要
約
）

　

結
び
に
あ
た
り
、
今
年
度
も
町
民
の
皆
様
と
一
体

に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
防
災
の
強
化

■
交
通
の
確
保

■
教
育
の
充
実
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平
成
26
年
度
予
算
（
一
般
・
特
別
会
計
、
企
業
会
計
）

　

総
額
２
４
９
億
円
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
年
度
は
町
総
合
計
画
の
終
盤
を
迎
え
る
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
町
政
全
般
を
見
直
し
た
上
で
、
同
計
画
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
・
特
別
の
両
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
本

年
度
の
予
算
総
額
は
２
４
９
億
３
０
７
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の

２
３
４
億
６
４
４
９
万
円
に
比
べ
、
14
億
６
６
２
７
万
円
、
率
に
し

て
６
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
１
３
８

億
７
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
６
億
９
１
０
０
万
円
、
率
に

し
て
５
・
２
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の

本
格
化
、
香
住
第
一
中
学
校
な
ど

各
学
校
の
耐
震
化
の
継
続
実
施
、

起
債
の
繰
上
償
還
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

特
別
会
計

　

８
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
53

各
会
計
の
予
算
概
要

億
８
６
２
６
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
７
７
２
４
万
円
、
率
に
し
て

1
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

保
険
給
付
費
の
増
加
に
よ
る
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

企
業
会
計

　

３
企
業
会
計
の
予
算
総
額
は
56

億
６
８
５
０
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
６
億
９
８
０
３
万
円
、
率
に

し
て
14
・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

制
度
改
正
に
よ
り
減
価
償
却
費
が

増
加
し
た
下
水
道
事
業
企
業
会
計

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

会 計 区 分 平成 26 年度 平成 25 年度 比較増減 増減率

一 般 会 計 13,876,000 13,185,000 691,000 5.2

特 別 会 計 5,386,257 5,309,021 77,236 1.5

国民健康保険事業 2,793,100 2,832,293 △ 39,193 △ 1.4

事業勘定 2,414,000 2,433,000 △ 19,000 △ 0.8

佐津診療施設勘定 33,500 35,900 △ 2,400 △ 6.7

兎塚・川会・原診療施設勘定 42,200 48,000 △ 5,800 △ 12.1

小代診療施設勘定 195,000 210,900 △ 15,900 △ 7.5

兎塚・川会歯科診療施設勘定 108,400 104,493 3,907 3.7

後期高齢者医療保険事業 306,136 276,505 29,631 10.7

介護保険事業 2,204,000 2,126,900 77,100 3.6

財産区 5,986 1,900 4,086 215.1

町立地方卸売市場事業 1,900 1,900 0 0.0

国民宿舎事業 25,489 25,691 △ 202 △ 0.8

矢田川憩いの村事業 37,262 30,122 7,140 23.7

宅地造成事業 12,384 13,710 △ 1,326 △ 9.7

企 業 会 計 5,668,498 4,970,472 698,026 14.0

公立香住病院事業 1,591,070 1,527,270 63,800 4.2

収益的収支 1,338,819 1,296,470 42,349 3.3

資本的収支 252,251 230,800 21,451 9.3

水道事業 1,186,156 1,120,596 65,560 5.9

収益的収支 700,024 545,358 154,666 28.4

資本的収支 486,132 575,238 △ 89,106 △ 15.5

下水道事業 2,891,272 2,322,606 568,666 24.5

収益的収支 1,861,767 1,244,782 616,985 49.6

資本的収支 1,029,505 1,077,824 △ 48,319 △ 4.5

合　　　計 24,930,755 23,464,493 1,466,262 6.2

（単位：千円、％）平成 26 年度の各会計予算

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
財
政
課

予
算
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

歳
入
（
図
１
）

　

一
般
財
源
（
町
税
、
譲
与
税
・

交
付
金
、
地
方
交
付
税
）
の
合
計

額
は
、
86
億
３
２
７
万
円
（
前
年

度
比
０
・
１
％
増
）
で
す
。

◆
町
税

　

17
億
７
１
２
３
万
円
（
前
年
度

比
１
・
０
％
増
）
で
、
増
収
の
主

な
要
因
は
町
民
税
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
す
。

◆
地
方
交
付
税

　

普
通
交
付
税
は
59
億
３
４
０
０

万
円
（
前
年
度
比
０
・
２
％
減
）

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
前
年
度

決
算
見
込
額
60
億
７
５
０
７
万
円

に
比
べ
る
と
、
１
億
４
１
０
７
万

円
、
率
に
し
て
２
・
３
％
の
減
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
普
通
交
付
税
の
不
足

分
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
を
合

わ
せ
る
と
63
億
９
８
０
０
万
円
で
、

前
年
度
決
算
見
込
額
の
65
億
９
０

８
１
万
円
に
比
べ
る
と
、
１
億
９

２
８
１
万
円
、率
に
し
て
２
・
９
％

の
減
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別

交
付
税
は
前
年
度
同
額
の
５
億
３

１
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆
繰
入
金

　

５
億
９
２
６
５
万
円
（
前
年
度

比
１
７
０
０
・
４
％
増
）
で
、
増

額
の
主
な
要
因
は
、
起
債
の
繰
上

償
還
の
財
源
と
す
る
た
め
に
減
債

基
金
と
財
政
調
整
基
金
か
ら
約
５

億
円
を
繰
り
入
れ
す
る
も
の
で
す
。

◆
地
方
債

　

23
億
６
１
９
０
万
円
（
前
年
度

比
３
・
１
％
増
）
で
、
増
額
の
主

な
要
因
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
北

歳
出
（
性
質
別
）（
図
２
）

◆
人
件
費

　

20
億
３
１
８
万
円
（
前
年
度
比

３
・
３
％
減
）
で
、
減
額
の
主
な

要
因
は
、
職
員
退
職
加
算
納
付
金

で
２
０
０
０
万
円
の
減
、
一
般
職

給
料
な
ど
で
約
１
０
０
０
万
円
の

減
、
参
議
院
議
員
・
県
知
事
・
町

長
町
議
会
議
員
の
各
選
挙
に
お
け

る
選
挙
従
事
者
報
酬
な
ど
約
１
２

０
０
万
円
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
扶
助
費

　

10
億
６
１
１
３
万
円
（
前
年
度

比
０
・
９
％
減
）
で
、
減
額
の
主

な
要
因
は
児
童
手
当
約
１
８
０
０

万
円
の
減
な
ど
で
す
が
、
こ
ど
も

医
療
費
扶
助
費
は
約
１
７
０
０
万

円
の
増
と
な
り
ま
す
。

比
21
・
４
％
増
）
で
、
増
額
の
主

な
要
因
は
、
５
億
40
万
円
の
繰
上

償
還
分
で
す
。

　

な
お
、
通
常
の
元
利
償
還
分
は

約
６
３
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま

す
。

◆
積
立
金

　

１
億
６
３
８
５
万
円
（
前
年
度

比
48
・
１
％
増
）
で
、
増
額
の
主

な
要
因
は
、
借
入
超
過
と
な
る
起

債
の
財
政
負
担
に
対
す
る
対
応
と

し
て
、
約
１
億
円
を
減
債
基
金
に

積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

◆
繰
出
金

　

８
億
９
４
４
６
万
円
（
前
年
度

比
２
・
１
％
増
）
で
、
増
額
の
主

な
要
因
は
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
に
対
す
る
繰
出
金
約
１
８
０

０
万
円
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
の
内
訳

但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
が
３

億
９
２
０
万
円
増
加
、
香
住
第
一

中
学
校
整
備
事
業
が
４
億
２
８
９

０
万
円
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
小
学
校
体
育

館
耐
震
化
事
業
な
ど
の
新
規
事
業

を
含
む
建
設
事
業
の
財
源
と
し
て

17
億
６
３
１
０
万
円
、
過
疎
対
策

事
業
債
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
事
業

で
１
億
３
４
８
０
万
円
、
普
通
交

付
税
の
振
替
分
と
し
て
臨
時
財
政

対
策
債
４
億
６
４
０
０
万
円
の
発

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
補
助
費
等

　

25
億
７
１
９
４
万
円
（
前
年
度

比
７
・
３
％
増
）
で
、
増
額
の
主

な
要
因
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
５

６
３
０
万
円
お
よ
び
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
１
８
７
６
万
円

の
皆
増
、
森
林
管
理
１
０
０
％
作

戦
推
進
事
業
費
補
助
金
約
２
３
０

０
万
円
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
普
通
建
設
事
業
費

　

23
億
８
１
４
８
万
円
（
前
年
度

比
６
・
５
％
増
）
で
、
本
年
度
は

北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
、

町
道
新
設
改
良
事
業
、
防
災
行
政

無
線
整
備
事
業
、
小
学
校
体
育
館

耐
震
化
事
業
、
村
岡
小
学
校
整
備

事
業
、
香
住
第
一
中
学
校
整
備
事

業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
公
債
費

　

24
億
８
２
５
５
万
円
（
前
年
度 民生費 18.0％民生費 18.0％

2424 億 9,4939,493 万円万円

公債費 17.9％公債費 17.9％
2424 億 8,2588,258 万円万円

教育費 15.0％教育費 15.0％
2020 億 7,9307,930 万円万円

総務費 9.8％総務費 9.8％
1313 億 5,7065,706 万円万円

衛生費 13.2％衛生費 13.2％
1818 億 3,8123,812 万円万円

土木費 9.6％土木費 9.6％
1313 億 2,8592,859 万円万円

消防費 7.2％消防費 7.2％
9億 9,2289,228 万円万円

農林水産業費 5.6％農林水産業費 5.6％
7 億 7,819 万円7億 7,819 万円

商工費 2.4％商工費 2.4％
3億 3,4203,420 万円万円

議会費 0.8％議会費 0.8％
1億 1,6241,624 万円万円

その他  0.5％その他  0.5％
（労働費・災害復旧費・予備費）（労働費・災害復旧費・予備費）
　7,451　7,451 万円万円

歳出
138億 7,600万円

＜図 2＞一般会計歳出予算内訳（目的別）

町税 12.8％町税 12.8％
1717 億 7,1237,123 万円万円

地方交付税 46.6％地方交付税 46.6％
6464 億 6,5006,500 万円万円

町債 17.0％町債 17.0％
2323 億 6,1906,190 万円万円

国県支出金 11.1％国県支出金 11.1％
1515 億 3,7313,731 万円万円

自主財源 自主財源 
　　22.7％　　22.7％

依存財源依存財源
　　　77.3％　　　77.3％

譲与税・交付金 2.6％譲与税・交付金 2.6％
3億 6,7046,704 万円万円

諸収入ほか 9.9％諸収入ほか 9.9％
1313 億 7,3527,352 万円万円

歳入
138億 7,600万円

＜図 1＞一般会計歳入予算内訳

[ 町税内訳 ]
町民税 6 億 4,670 万円
固定資産税 9 億 5,763 万円
軽自動車税 5,340 万円
町たばこ税 1 億 350 万円
入湯税 1,000 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]
分担金・負担金　　　8,078 万円
使用料・手数料　1億 5,204 万円
財産収入　　　　　　2,022 万円
寄附金　　　　　　　4,948 万円
繰入金　　　　　5億 9,265 万円
繰越金　　　　　　　5,000 万円
諸収入　　　　　4億 2,835 万円
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地
方
債
（
図
３
）

◆
一
般
会
計
で
は
…

　

前
年
度
末
現
在
高
は
１
８
８
億
６
３
６

万
円
で
、
本
年
度
発
行
額
を
23
億
６
１
９

０
万
円
、
元
金
償
還
額
を
22
億
７
２
３
万

円
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
末
現
在

実
質
公
債
費
比
率
（
図
４
）

　

財
政
健
全
化
に
努
め
た
結
果
、
前
年
度

決
算
で
は
16
・
８
％
で
、
２
・
３
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
、
地
方
債
の
発
行
に
許
可
が
必

要
と
な
る
18
％
を
下
回
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
決
算
で
は
14
・
４
％
と

な
る
見
込
み
で
す
（
財
政
計
画
に
基
づ
き
試
算
）
。

高
は
１
億
５
４
６
７
万
円
増
の
１
８
９
億

６
１
０
３
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◆
全
会
計
で
は
…

　

前
年
度
末
現
在
高
は
３
９
２
億
１
８
５

７
万
円
で
、
本
年
度
発
行
額
を
29
億
４
７

３
０
万
円
、
元
金
償
還
額
を
35
億
８
２
９

９
万
円
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
末

現
在
高
は
６
億
３
５
６
９
万
円
減
の
３
８

５
億
８
２
８
８
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
一
人
当
た
り
の
地
方
債
残

高
（
全
会
計
）
は
、
本
年
度
末
で
約
１
９

５
万
円
（
一
般
会
計
で
は
約
96
万
円
）
と

な
り
ま
す
（
平
成
26
年
３
月
１
日
現
在
の
人
口
１
９
８

１
１
人
を
基
に
算
出
）
。

町民 1人当たりに使われるお金町民 1人当たりに使われるお金

700,419 円700,419 円（前年度 653,370 円）（前年度 653,370 円）

民生費

125,937 円

　社会福祉や医療費助
成など安定した社会生
活を保障するために使
うお金です。

公債費

125,313 円

　国などから借り入れ
たお金（町債）の返済
などに使うお金です。

教育費

104,957 円

　幼稚園、小中学校、
社会教育など教育全般
に使うお金です。

衛生費

92,783 円

　各種検診、し尿処理、
ごみ処理など健康で衛
生的な生活環境を保つ
ために使うお金です。

総務費

68,500 円

　新しいまちづくりや
戸籍、徴税、選挙、監
査事務など町の総括的
な事務に使うお金です。

土木費

67,063 円

　道路、河川、町営住
宅などの整備や除排雪
経費を含む維持管理に
使うお金
です。

消防費

50,087 円

　消防や救急活動に使
うお金です。

農林水産業費

39,281 円

　農業、林業、畜産業、
水産業の振興に使うお
金です。

商工費

16,870 円

　観光の振興や商工業
の振興などに使うお金
です。

議会費

5,867 円

　町議会の運営に使う
お金です。

その他

（労働費・災害復旧費・予備費）

3,761 円

　労働対策や災害に
よって生じた被害を復
旧するためなどに使う
お金です。

※ 町民１人当たりの計算
は、平成 26 年 3 月 1 日
現在の人口 19,811 人を
基にしています。

す。

す。

町民 1人当たりの税負担額町民 1人当たりの税負担額

88,901 円88,901 円（前年度 86,410 円）（前年度 86,410 円）

町民税

32,644 円

固定資産税

48,338 円

軽自動車税

2,695 円

町たばこ税

5,224 円

※ 町民１人当たりの計算
は、平成 26 年 3 月 1 日
現在の人口 19,811 人を
基にしています。

※入湯税を除く

（億円）

445
428

415
392395 389

平
成
20
年
度

平
成
25
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
26
年
度

…地方債残高（全会計）

386
（見込み）（見込み）

＜図 3＞地方債残高（全会計）推移

（％）

…実質公債費比率

22.8％

19.1％

20.7％

（見込み）
14.4％

（見込み）
16.8％

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

＜図 4＞実質公債費比率推移

一般会計予算額を町民一人当たりに換算すると…

財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金

　

財
政
調
整
基
金
の
前
年
度
末
残
高
は
20

億
１
８
２
６
万
円
の
見
込
み
で
、
本
年
度

末
で
は
、
前
年
度
決
算
剰
余
金
積
立
額
な

ど
を
合
わ
せ
て
、
20
億
１
７
０
１
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

減
債
基
金
の
前
年
度
末
残
高
は
３
億
８

０
２
６
万
円
の
見
込
み
で
、
本
年
度
予
算

で
は
、
借
入
超
過
と
な
る
起
債
の
財
政
負

担
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
約
１
億
円
を

積
み
立
て
る
と
と
も
に
、
約
５
億
円
の
起

債
の
繰
上
償
還
の
財
源
と
し
て
約
４
億
８

０
０
０
万
円
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、

本
年
度
末
残
高
を
４
２
８
万
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

今
年
10
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
！

ご
み
の
分
別
区
分

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

　

今
年
10
月
か
ら
実
施
す
る
ご
み

分
別
区
分
の
細
分
化
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
減
量
化
・
再
資
源
化
に
よ

る
循
環
型
社
会
の
確
立
」
と
「
新

し
い
ご
み
処
理
施
設
の
搬
入
基
準

へ
の
準
備
」
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
ご
み

の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
使
え
る
資
源

が
眠
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ご
み

と
分
別
す
る
こ
と
で
、
資
源
は
再

利
用
さ
れ
、
そ
し
て
ご
み
は
減
量

で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
策
定
の
「
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
」
で
は
、
再

生
利
用
率
の
目
標
値
を
、
平
成
38

年
度
で
32
・
１
％
と
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
新
し
い
分
別
区
分
へ

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
や

埋
め
立
て
処
分
量
と
い
っ
た
環
境

へ
の
負
荷
を
軽
減
し
、
よ
り
環
境

に
優
し
く
、
持
続
可
能
な
循
環
型

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
ご
み
を
減
量
す
る
こ
と
で

処
理
に
か
か
る
手
間
や
費
用
を
抑

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

９
区
分
に
分
別
を
細
分
化

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

　
　

円
滑
に
進
め
る
た
め
に

新
施
設
へ
の
搬
入
を

ご
み
袋
の
種
類
も
増
え
ま
す

新
区
分
の
導
入
に
伴
い

（ｔ）

2,000

4,000

6,000

0

8,000
（％）
40

30

20

10

0
平
成
19
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
27
年
度

（
目
標
値
）

（
目
標
値
）

平
成
38
年
度

18.5％ 20.7％

32.1％

18.8％18.9％

…再生利用率（破線は目標値）
…ごみ排出量 …資源化量

（図 1）再生利用率の目標

※再生利用率はごみ排出量に占める資源化量の割合

　

一
方
、
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
「
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
搬

入
基
準
へ
の
準
備
」
は
、
平
成
28

年
４
月
か
ら
稼
働
す
る
北
但
ご
み

処
理
施
設
の
分
別
区
分
が
、
今
年

10
月
に
始
ま
る
９
区
分
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。
新

し
い
分
別
区
分
に
円
滑
に
移
行
で

き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
分
別
区
分
と
新
し
い
分

別
区
分
は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
し
く
は
本
号
と
一
緒
に
配
布
し

て
い
る
チ
ラ
シ
「
分
別
区
分
の
変

更
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

10
月
か
ら
の
新
区
分
に
よ
る
分

別
に
伴
い
、
ご
み
袋
の
名
称
を
変

更
す
る
と
と
も
に
新
し
い
ご
み
袋

の
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
し
い
ご
み
袋
の
導
入

で
、
袋
の
種
類
は
５
種
類
（
現
在

は
３
種
類
）
と
な
り
ま
す
。

【
ご
み
袋
の
名
称
変
更
】

　

■
燃
え
る
ご
み
袋

　
　
　

↓
「
燃
や
す
ご
み
袋
」

　

■
燃
え
な
い
ご
み
袋

　
　
　

↓「
燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
」

　

■
危
険
ご
み

　
　
　

↓
「
乾
電
池
類
袋
」

【
新
し
い
ご
み
袋
】

　

■
資
源
ご
み
袋

　
　

 「
カ
ン
・
ビ
ン
」、　
　

マ
ー

ク
の
つ
い
て
い
る
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」、　

 

マ
ー
ク
の
つ

い
て
い
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
」
を
入
れ
る
袋

　

■
紙
製
容
器
包
装
袋

　
　

 　

マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る

「
紙
製
容
器
包
装
」
を
入
れ

る
袋

【
ご
み
袋
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
】

　

袋
の
口
が
く
く
り
や
す
い
よ
う

な
形
に
変
更
し
ま
す
。

　皆さんの生活に深い関わりを持つ「ごみ」。
　今年 10 月 1日から、この分別区分が現在の 5区分から 9
区分に変わります。これに伴い、新たに資源ごみ袋などを
導入して、ごみの資源化・リサイクルをさらに推進し、よ
り環境に優しい循環型のまちづくりを目指します。

①燃やすごみ

②ペットボトル

③プラスチック製容器包装

④カン・ビン

⑤燃やさないごみ

⑥蛍光管

⑦粗大ごみ

⑧乾電池類

⑨紙製容器包装

10
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
９
区
分

①燃えるごみ

②プラスチック類

③カン・ビン類

④雑・粗大ごみ

⑤危険ごみ

現
在
の
５
区
分
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

現
在
、
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い

ご
み
の
う
ち
、
ご
み
袋
に
入
ら
な
い

も
の
は
１
枚
１
０
０
円
の
指
定
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日

に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

10
月
か
ら
は
、
す
べ
て
「
粗
大
ご
み

の
日
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
シ
ー
ル
の
名
称
は
「
粗
大

ご
み
用
シ
ー
ル
」
に
変
更
し
ま
す
。

　

現
在
、
自
転
車
や
石
油
ス
ト
ー
ブ

な
ど
は
町
指
定
粗
大
ご
み
と
し
て
１

枚
１
１
０
０
円
の
指
定
粗
大
ご
み

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
９
月
末
を
も
っ

て
こ
の
シ
ー
ル
は
廃
止
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
10
月
か
ら
町
が

収
集
で
き
る
粗
大
ご
み
の
大
き
さ

を
【
縦
90
㎝
×
横
１
８
０
㎝
×
奥
行

50
㎝
】
以
下
と
規
定
し
、
こ
の
範
囲

内
で
あ
れ
ば
、
前
述
の
粗
大
ご
み
用

シ
ー
ル
を
貼
っ
て「
粗
大
ご
み
の
日
」

に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
規
定
以
上
の
粗
大
ご
み
は

細
か
く
し
て
出
す
か
、
矢
田
川
レ
イ

ン
ボ
ー
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ご
み
分
別
に
つ
い
て

も
っ
と
詳
し
く
知
る
方

法
は
な
い
の
？

Ａ
５
月
以
降
に
各
戸
配
布

予
定
の
「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
」
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

詳
し
い
内
容
を
掲
載
す
る
ほ
か
、

住
民
説
明
会
を
各
地
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
出
前
講
座
も

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

本
誌
で
も
、
来
月
以
降
に
住
民

説
明
会
の
日
程
や
ご
み
の
分
け
方

・
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

名
称
と
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す

指
定
シ
ー
ル

　

 

粗
大
ご
み
の
取
り
扱
い
の
変
更

指
定
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
の
廃
止
と

Ｑ
10
月
か
ら
ご
み
の
出
し

方
は
変
わ
る
の
？

Ａ
基
本
的
な
出
し
方
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
９
区
分

に
き
ち
ん
と
分
け
て
、
決
め
ら
れ

た
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
、

地
区
で
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

（
名
前
を
記
入
し
た
ご
み
袋
・
シ
ー

ル
）
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ご
み
袋
や
シ
ー
ル
の
金

額
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
新
た
に
導
入

す
る
資
源
ご
み
袋
は
、
資
源
化
の

取
り
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た

め
、
通
常
よ
り
安
く
設
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
紙
製
容
器
包
装
袋

は
無
料
と
し
て
い
ま
す
。（
次
表
）

Ｑ
10
月
以
降
、
現
在
使
っ

て
い
る
ご
み
袋
は
使
え

な
い
の
？

Ａ
使
え
ま
す
。
10
月
以
降

も
現
在
の
ご
み
袋
が
あ

る
場
合
、
燃
え
る
ご
み
袋
は
燃
や

す
ご
み
袋
と
し
て
、
燃
え
な
い
ご

み
袋
は
燃
や
さ
な
い
ご
み
袋
と
し

て
、
ま
た
、
指
定
シ
ー
ル
は
粗
大

ご
み
用
シ
ー
ル
と
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

　

Ｑ
指
定
粗
大
ご
み
シ
ー
ル

は
廃
止
さ
れ
る
け
ど
、

10
月
以
降
に
手
元
に
残
っ
て
い
た

ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
１
１
０
０
円
相
当
の
新

指
定
袋
・
シ
ー
ル
と
交

換
し
ま
す
。
交
換
方
法
な
ど
は
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ
分
別
が
細
か
く
な
っ
て
、

面
倒
く
さ
い
。
な
ん
と

か
な
ら
な
い
の
？

Ａ
今
、
捨
て
よ
う
と
し
て

い
る
お
菓
子
の
袋
を
よ

く
見
て
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
つ
い
て
ま
せ
ん
か
。
資

源
に
な
る
ご
み
を
燃
や
し
て
し
ま

う
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
キ
ャ
ッ
プ

と
ラ
ベ
ル
を
は
ず
し
て
、
軽
く
水

洗
い
し
て
分
別
す
れ
ば
立
派
な
資

源
で
す
。
ひ
と
手
間
か
け
る
だ
け

で
、
ご
み
が
資
源
に
な
る
の
で
す
。

　

「
面
倒
く
さ
い
」
を
「
も
っ
た

い
な
い
」
に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

ごみ分別

Ｑ Ａ＆
今年 10 月 1 日からの分別
区分の細分化に伴う疑問点
にお答えします。

種類 区分 金額

燃やすごみ袋
燃やさないごみ袋

大 60円
小 45円

乾電池類袋 － 60円

資源ごみ袋
大 20円
小 15円

紙製容器包装袋 － 無料
粗大ごみ用シール － 100 円

※金額は 1枚当たりです。

ごみ処理手数料に係る

「差額補償金の精算」はお早めに！

　昨年の矢田川レインボー火災事故以降、豊岡

市または新温泉町のごみ処理施設にごみを持ち

込んだ人に対して、ごみ処理手数料の差額を補

償しています。

　請求手続きを行っていない人は、お早めに手

続きをしてください。

▼手続き方法

　 　役場または各地域局に備え付けの「ごみ処

理手数料差額補償申入書」に必要事項を記入

し、各施設の発行した領収書を添付して提出

してください。

　 　なお、申入書の様式は町のホームページか

らもダウンロードできます。

▼問い合わせ（提出）先

　役場町民課または各地域局
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

申
請
案
内
な
ど
は
６
月
以
降
に
予
定
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

社
会
保
障
の
充
実
と
安
定
化
そ

し
て
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
に
、
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
低
所
得
者
や
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、

消
費
の
下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、

暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支

給
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
は
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者

　

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）

に
お
い
て
、
香
美
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
平
成

26
年
度
分
町
民
税
（
均
等
割
）
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※ 

町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
に

な
っ
て
い
る
人
は
対
象
外

支
給
額

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

※ 

老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
児
童
扶

養
手
当
な
ど
の
受
給
者
は
５
千

円
加
算

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

支
給
対
象
者

　

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）

に
お
い
て
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）
の

受
給
者
で
あ
り
、
平
成
25
年
の
所

得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
に

満
た
な
い
人

対
象
児
童

　

支
給
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月

分
の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児

童※ 

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

者
な
ど
は
対
象
外

支
給
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■ 役場や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行やコ■ 役場や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行やコ

ンビニなどの現金自動預け払い機）の操作ンビニなどの現金自動預け払い機）の操作

をお願いすることは絶対にありません。をお願いすることは絶対にありません。

■ ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を■ ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を

振り込んでもらうことは絶対にできません。振り込んでもらうことは絶対にできません。

■ 役場や厚生労働省などが今回の２給付金の■ 役場や厚生労働省などが今回の２給付金の

給付のために手数料などの振り込みを求め給付のために手数料などの振り込みを求め

ることは絶対にありません。ることは絶対にありません。

■ 役場や厚生労働省を語った不審な電話が■ 役場や厚生労働省を語った不審な電話が

あった時などは、役場福祉課、あった時などは、役場福祉課、

役場消費生活相談窓口または役場消費生活相談窓口または

美方警察署（℡ 0796・82・美方警察署（℡ 0796・82・

0110）にご連絡ください。0110）にご連絡ください。

「臨時福祉給付金」や「臨時福祉給付金」や
「子育て世帯臨時特例給付金」を「子育て世帯臨時特例給付金」を

　　　　装った詐欺にご注意を！　　　　装った詐欺にご注意を！

「出産祝福商品券制度」を新設！
新たな命の誕生を祝福し、その健やかな成長を願って…

●問い合わせ先　役場福祉課

　

町
で
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
お
子

さ
ん
を
祝
福
し
よ
う
と
「
香
美
町
出

産
祝
福
商
品
券
制
度
」
を
新
設
し
ま

し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
新
し
い
命
の
誕
生

に
対
す
る
お
祝
い
の
気
持
ち
と
、
健

や
か
な
成
長
へ
の
願
い
を
込
め
る
と

と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
第
３
子
以
降
の
出
産
に
対

し
て
行
っ
て
い
た
出
産
祝
金
制
度
は
、

本
制
度
の
新
設
に
伴
い
廃
止
し
ま
し

た
。贈

呈
対
象
者

　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
、
香
美
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
新
生
児
の
父
ま
た
は

母
な
ど

商
品
券
の
概
要

　

新
生
児
１
人
に
つ
き
３
千
円
相
当

の
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
商
品
券
は
香
美
町
商
工
会
会
員

の
商
品
券
取
扱
店
の
み
使
用
で
き
ま

す
が
、有
効
期
限（
贈
呈
日
か
ら
６
ヵ

月
以
内
）
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
な
ど

　

新
生
児
の
出
生
届
を
役
場
に
提
出

し
た
際
に
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
印
鑑

（
受
領
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

助
成
対
象
者

 　

町
の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
に
滞
納

が
な
い
町
内
に
本
店
ま
た
は
本
所
を
持

つ
事
業
者

助
成
内
容
・
助
成
限
度
額

　

①
の
場
合
、
開
催
１
回
あ
た
り
の
費

用
が
、
②
、
③
の
場
合
、
出
席
者
１
人

あ
た
り
の
費
用
が
そ
れ
ぞ
れ
５
千
円
以

上
（
他
の
助
成
が
あ
る
場
合
は
そ
の
額

を
控
除
し
た
額
が
５
千
円
以
上
）
の
場

合
、
そ
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。

① 

事
業
者
自
ら
が
研
修
な
ど
を
開
催
す

る
場
合
―
―

　

▼
上
限
額
は
５
万
円

② 

研
修
な
ど
に
従
業
員
を
派
遣
す
る
場

合
―
―

　

▼
上
限
額
は
２
万
円

③ 

国
家
資
格
な
ど
や
技
術
の
取
得
の
た

め
に
従
業
員
を
研
修
に
派
遣
す
る
場

合
―
―

　

▼
上
限
額
は
２
万
円

※ 

複
数
回
に
わ
た
り
研
修
な
ど
を
実
施

し
た
場
合
、
１
事
業
者
あ
た
り
の
助

成
合
計
額
は
30
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。
ま
た
、
町
の
予
算
が
な
く
な
り

次
第
、
本
事
業
は
終
了
し
ま
す
。

助
成
対
象
経
費

　

会
場
使
用
料
、
講
師
謝
金
、
交
通
費
、

受
講
料
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

「中小企業人材育成支援事業」を新設！
町内事業者の技術力や経営力の向上を目指して

●問い合わせ（申し込み）先　役場観光商工課・各地域局

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
一
新
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

町
内
経
済
循
環
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
…

　

町
で
は
、
過
去
３
年
間
行
っ
て

き
た
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
」
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
町
内
の
経
済
循
環
を
促
進
し

よ
う
と
、
今
年
度
か
ら
同
制
度
を

一
新
し
ま
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、
助
成
方
法
を

こ
れ
ま
で
の
現
金
給
付
か
ら
「
町

内
で
の
使
用
に
限
定
し
た
商
品
券

で
の
給
付
」
と
し
た
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
本
制
度
は
平
成
26
･
27

年
度
の
２
年
間
実
施
し
、
そ
の
間

の
助
成
回
数
は
一
人
１
回
、
同
一

住
宅
１
回
で
す
。
ま
た
各
年
度
と

も
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了

し
ま
す
。

助
成
要
件

　

こ
れ
か
ら
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

お
う
と
す
る
人
が
助
成
を
希
望
す
る

場
合
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

・ 

町
内
に
在
住
、
ま
た
は
町
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と

・ 

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
が
、
町
の
ほ
か
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・ 

町
の
徴
収
金
（
税
金
な
ど
）
に
滞

納
が
な
い
こ
と

・ 

平
成
23
〜
25
年
度
の
間
に
「
産
業

活
性
化
緊
急
支
援
事
業
」（
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
）
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

助
成
の
対
象
と
な
る
住
宅

工　事　内　容

屋根、外壁、内壁、床、天井、柱、はり、窓、扉、階段などの工事

建築物に設ける電気、ガス、給配（排）水管の工事

台所、浴室、便所などの改良工事

断熱化工事

屋根、壁、天井、床の断熱材、遮熱材などの工事

窓に断熱効果のあるガラスやサッシを設置する工事

バリアフリー化工事

段差の解消や車椅子の利用に対応するための工事

手すり、移動用エレベータ、階段昇降機の工事

アスベスト除去工事

防水、防風、防火（火災報知システム設置を含む）、耐火の工事

地球温暖化に配慮した設備の設置工事

※ 電化製品などの取り付けの場合は、工事費のみを対象とします。
※ 次のものは対象とはなりません。
　①土地購入費
　②住宅以外の倉庫、車庫、物置などの設置、増築および補修
　③シロアリなどの害虫駆除
　④住宅の新築や取り壊しのみの工事
　⑤室内カーテンの取替え、取付け
　⑥造園、門扉、ブロック塀などの外構工事
　⑦電話やインターネットなどの配線工事
　⑧電化製品などの購入費

助成対象となる工事一覧

・ 

持
ち
家
で
あ
り
、
現
に
居
住
し
て

い
る
町
内
の
住
宅

・ 

集
合
住
宅
で
は
専
有
部
分
の
み

・ 

店
舗
、
事
務
所
な
ど
と
の
併
用
住

宅
で
は
住
宅
部
分
の
み

助
成
対
象
と
な
る
工
事

　

町
内
の
業
者
（
下
請
け
を
含
む
）

が
施
工
す
る
、
補
助
対
象
工
事
費
が

20
万
円
（
消
費
税
込
み
）
以
上
の
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

助
成
内
容

　

補
助
対
象
工
事
費
の
区
分
に
よ
り

次
の
と
お
り
商
品
券
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
商
品
券
は
香
美
町
商

工
会
会
員
の
商
品
券
取
扱
店
の
み
使

用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
着
手
後

の
申
請
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

①
１
０
０
万
円
未
満
の
場
合
―
―

　

▼ 

補
助
対
象
工
事
費
の
10
％
相
当

の
商
品
券

② 

１
０
０
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未

満
の
場
合
―
―

　

▼
10
万
円
相
当
の
商
品
券

③
２
０
０
万
円
以
上
の
場
合
―
―

　

▼
20
万
円
相
当
の
商
品
券

　この事業では、人材育成を

目的として経営者自らが従業

員を対象に研修などを行う場

合や、経営者が従業員を研修

などに派遣する場合にその経

費の一部を助成します。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

高齢者などの生活支援制度
どうぞご利用ください！

●問い合わせ先　役場福祉課・各地域局

事業名・対象者 内容 利用料など

生きがい活動支援通所事業

　おおむね 65 歳以上で、日常生活

が自立している人

　健康増進・介護予防のための趣味活動・介護予

防事業を実施

　場所は、香住高齢者ふれあい交流館、小代高齢

者生活支援センター「いこいの里」など

1回あたりの参加費は次のとおり

・香住区…600 円

・村岡区…900 円

・小代区…900 円

緊急通報システム事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

し、高齢者夫婦世帯、身体障害者な

どで緊急時に対応が困難な人

　自宅に消防署直通の緊急通報装置を設置

　（貸与）

高齢者日常生活用具給付事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

しや寝たきり高齢者（住民税非課税

世帯）

　火災警報器の設置にかかる費用を町が負担

　（限度額は 1万円）

配食サービス事業

　おおむね 65 歳以上のひとり暮ら

し、高齢者夫婦世帯、身体障害者な

どであって調理が困難な人

　自宅へのお弁当の配達と安否確認を実施

　配食日は次のとおり（年末年始などは除く）

・香住区…月～土曜日の夕食

・村岡区、小代区…日～金曜日の夕食

・主食と副食 …600 円

・副食のみ …500 円

※ 住民税所得割課税世帯の人は、1食あたり 100

円の追加

外出支援サービス事業

　おおむね 65 歳以上で、下肢の不

自由な身体障害者または一般の交通

機関を利用することが困難な人

　車いすまたはストレッチャー対応型の車で、高

齢者などの自宅と医療機関などの間を送迎

　基本料金 300 円に、走行距離 1㎞当たり 30 円

を加算した額

介護タクシー利用給付事業

　日常的に車いすやストレッチャー

を使用しなければ移動が困難な人で、

救急車を利用する状況にない人

　病院の受診や、福祉施設への入退所で町指定の

介護タクシーを利用した場合、料金の 75％を助成

（上限 2万円）

　介護タクシー料金の 25％が本人負担

人生 80 年いきいき住宅助成事業

　介護保険認定で「要支援」、「要介

護」と認定された人や身体障害者手

帳所持者など

　住まいの改良相談員が緊急性などを判断し、一

定の条件内で、既存住宅の改造工事に要する経費

の一部について、補助金を交付

　補助対象限度額は 45 万円で、介護保険の住宅

改修費などの 20万円分を含む

　所得により利用者負担あり

介護用品支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または

5」と認定された高齢者を在宅で介

護している家族（住民税非課税世帯）

　年額 10 万円以内の介護用品（紙おむつなど）

を支給（支給限度額は、申請月により異なる）

在宅老人介護手当支給事業

　介護保険認定で「要介護 4または

5」と認定された高齢者を在宅で介

護している家族（介護サービス未利

用月のみ・所得制限あり）

　年額 18 万円の介護手当を支給（介護保険サー

ビスの未利用期間が 1年未満の場合は、月額 1万

5千円を支給）

　高齢者などが安心し自立した生活を

送ることができるよう、次のような事

業で支援しています。

　なお、各種事業をご利用になる場

合、事前に申請が必要な場合がありま

す。詳しくはお問い合わせください。



13 －広報 ふるさと香美 2014.4

【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　後期高齢者医療制度に加入する前日に被用

者保険（会社の健康保険、船員保険、共済組

合保険）の被扶養者だった人が対象となり、

当分の間、均等割額は 5割軽減に、また所

得割額は全額免除されます。

　さらに、平成 26年度は均等割額が 9割軽

減となり、年間保険料は 4,760 円となります。

　後期高齢者医療制度の保険料は 2年ご

とに見直されていて、今回、平成 26・

27 年度の保険料率などが次のとおり決

定しました。

　なお、被保険者一人ひとりの保険料額

は、7月上旬にお届けする「保険料額決

定通知書」でお知らせします。

平成 26・27 年度の
保険料率が決定しました

後期高齢者医療制度

●問い合わせ先　役場健康課・各地域局

　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合（コールセンター）　℡ 078・326・2021

１　保険料率

　保険料率とは、保険料を算出する基準で、

すべての被保険者が均等に負担する「均等割

額」と、被保険者の所得に応じて負担する「所

得割率」からなり、2年ごとに決定されます。

　今回（平成 26・27 年度分）の保険料率は

右表のとおりです。前回（平成24・25年度分）

に比較して、均等割額で 1,600 円、所得割

率で 0.56 ポイント、それぞれ増えています。

平成 26・27 年度分 平成 24・25 年度分

均等割額 47,603 円 46,003 円

所得割率 9.70% 9.14%

● 今回（平成 26・27 年度分）と

　前回の（平成 24・25 年度分）の保険料一覧

2　保険料の計算方法

　年間保険料は、均等割額と所得割額の合計

となります。

　なお、今回から保険料額（年間）の上限が

55万円から 57万円に変更となります。

※ 総所得金額等とは、前年収入から公的年金等
控除額や給与所得控除額などを差し引いた額
で、所得控除（社会保険料控除、扶養控除など）
は含みません。

＋
所得割額

（総所得金額等※－ 33 万円）× 9.70％

均等割額

（47,603円）

年間保険料

4　被用者保険の被扶養者

であった人の保険料軽減措置

3　所得の低い人の保険料軽減措置

　同一世帯内の被保険者および世帯主の所得が

確認できている場合、手続きの必要はありませ

んが、未申告などで所得の確認ができない場合

は簡易申告などが必要になります。

　なお、65 歳以上の公的年金受給者は、総所

得金額等から年金所得の範囲内で最大 15万円

を控除し、軽減判定されます。

①均等割額

②所得割額
　総所得金額等から 33 万円を引いた額が 58

万円（年金収入のみの場合は 211 万円）以下

の人は、所得割額が 5割軽減されます。

被保険者・世帯主の合計所得金額等
が次の金額以下の場合

軽減割合
（カッコ内は軽減後
の年間均等割額）

基礎控除額（33万円）

被保険者全員の各所得が０円
（年金所得は控除額を 80万円として計算）

9割
（4,760 円）

上記以外
7割※

（14,280 円）

基礎控除額（33万円）＋ 24.5 万円×被保険者数
5割

（23,801 円）

基礎控除額（33万円）＋ 45万円×被保険者数
2割

（38,082 円）

均等割額の軽減措置一覧

※ 本来は 7 割軽減ですが、平成 26 年度は 8.5 割軽減となり、軽減後
の年間均等割額は 7,140 円となります。
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香美町農作業受委託標準賃金
平成26年度

●問い合わせ先　町農業委員会事務局（役場農林水産課内）

　この料金は、あくまでも平成

26 年度の標準です。

　実際の賃金は、当事者双方で

協議のうえ、決定してください。

作業種目 単位 種別
標準料金（円）

備考
整備田 30a 区画 未整備田

農作業 1日当たり 8時間 － 8,300 技術作業は別料金

ディスクローター 10a 当たり － 7,200 6,200 7,200

耕
こう

耘
うん

10a 当たり
1回目 7,200 6,700 8,300

2 回目 5,200 5,200 6,200

代かき 10a 当たり
1回耕

こううん

耘後 11,400 10,300 11,400 荒かき・代かきを同時にする場合

2回耕
こううん

耘後 8,800 8,300 8,800 荒かき・代かきを同時にする場合

荒かき 10a 当たり － 6,200 6,200 6,700

荒かき後の代かき 10a 当たり － 7,800 7,800 8,300

機械田植え 10a 当たり － 9,300

刈取（バインダー） 10a 当たり － 9,300
倒伏・湿田の場合は 3～ 5割増、すみ刈りは含まない
結束ひもは受託者負担

刈取（コンバイン） 10a 当たり － 22,900 21,900 22,900
倒伏・湿田の場合は 3～ 5割増、すみ刈りは含まない
籾の運搬料は 10a 当たり 3,100 円（距離により増減）

脱穀（ハーベスター） 1日当たり 8時間 － 15,500

機械畦ぬり 1ｍ当たり － 110

畦切り（片バイド） 1ｍ当たり － 70

乾燥 10a 当たり － 13,000 運搬などは委託者負担（10a 未満も同額）

籾
もみ

摺
す

り 30㎏当たり － 540 運搬などは委託者負担

農薬散布 10a 当たり － 2,100 農薬代は含まない

堆
た い ひ

肥の散布 10a 当たり － 3,100 堆
たいひ

肥または土壌改良剤の散布（資材代は含まない）

畑耕
こう

耘
うん

10a 当たり － 8,000

※標準料金はすべて消費税込みの金額で、平成 25年度に比べて約 3％増額しています。

小児慢性特定疾患医療受給者証
更新手続きをお忘れなく！

●問い合わせ先　豊岡健康福祉事務所　℡ 0796・26・3672
　

「
小
児
が
ん
」
な
ど
、
そ
の
治
療

が
長
期
間
に
わ
た
り
、
子
ど
も
や
そ

の
家
族
に
精
神
的
、
経
済
的
に
負
担

と
な
る
小
児
慢
性
特
定
疾
患
（
国
が

約
５
０
０
の
疾
患
を
指
定
）。
そ
の

医
療
費
は
公
費
で
負
担
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
継
続
し
て
希
望
す
る

場
合
は
、
受
給
者
証
の
更
新
が
必
要

で
す
。

　

な
お
、
更
新
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

有
効
期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日

の
受
給
者
証
を
持
ち
、
そ
の
翌
日
以

降
も
引
き
続
き
交
付
を
希
望
す
る
人

（
平
成
26
年
８
月
１
日
時
点
で
満
20

歳
未
満
の
人
に
限
る
）

受
付
期
間
・
場
所

・ 

５
月
１
日
（
木
）
〜
６
月
30
日
（
月
）

の
平
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）

・
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　

（
豊
岡
市
幸
町
７
‐
11
）

※ 

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
（
新
温

泉
町
三
谷
３
８
９
‐
１
）
で
も
５

月
13
日
（
火
）
と
６
月
９
日
（
月
）

の
２
日
間
、
出
張
受
付
け
を
行
い

ま
す
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後
１

時
は
除
く
））。
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 ◇平成 26年度 香美町青少年育成対策指針◇

　3月 18 日、香美町青少年問題協議会が開催され、

4つの実践項目を挙げた今年の香美町青少年育成対策

指針が決定されました。

　今後、この指針を基に、各学校、ＰＴＡ、団体、関

係機関、自治組織などと協力し、青少年の健全育成活

動を推進します。（ここでは「4つの実践項目」のうち、

特に地域ぐるみで取り組んでいただく内容を掲載して

います）

香美町青少年育成対策指針
平成26年度

●問い合わせ先　町教育委員会生涯学習課

地域ぐるみで
健やかな子どもを育てる
よい環境をつくりあげよう

健やかな育成を阻害するおそれのある行為から

青少年を保護するために～ ～

① 地域ぐるみであいさつや社会生活上のルール

を身につけさせよう。

② 健やかな育成を阻害するおそれのある図書等

を置かないようにしよう。また、これらの自

動販売機を置かないようにしよう。

③ 深夜外出、喫煙、飲酒、無免許運転などの行

動を未然に防止しよう。

④ 薬物乱用の恐ろしさについて学び、その害か

ら守ろう。

⑤ 地域ぐるみの見守り活動を実践し、不審者か

ら守ろう。

⑥ いじめや暴力行為について研修会などで学び、

未然防止、早期発見、早期対応に取り組もう。

⑦ インターネットの適切な利用について積極的

に学び、有害情報への対応の強化を図ろう。

町立診療所の診療体制
４月以降

●問い合わせ先　役場健康課・各診療所

　町立診療所の診療体制は、4月 1日から次の表

のとおりとなっています。ご確認いただき、お間

違えのないようお願いします。

診療所名 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

佐津診療所（℡ 38・0459）※ 1

午前 診療 診療 診療 診療
休診

午後 往診など 往診など 往診など 休診

兎塚診療所（℡ 96・0012）※ 2

午前 休診
休診 休診 休診 休診

午後 診療

川会診療所（℡ 95・0024）※ 2

午前
休診 休診 休診

休診
休診

午後 診療

兎塚歯科診療所（℡ 96・0846）

午前
診療 休診 診療 休診 診療

午後

川会歯科診療所（℡ 95・0223）

午前
休診 診療 休診 診療 休診

午後

小代診療所（医科）（℡ 97・2023）

午前 診療 診療 診療 診療 診療

午後 往診など 往診など 往診など 往診など 往診など

小代診療所（歯科）（℡ 97・2396）※ 3

午前
診療 診療 診療 診療 診療

午後

町立診療所の診療体制（市外局番はいずれも 0796）

※ 1 佐津診療所は、4、5 月は医師の都合により上記の診療体制が
変更となります。詳しくは行政放送などでお知らせします。

※ 2 兎塚・川会診療所の診療は 14:00 から（受け付けは 13:00 ～
15:00）となります。

※ 3 小代診療所（歯科）は、第 1、第 3、第 5土曜日の午前は診療
を行います。

【主な変更点など】

・兎塚診療所の診療曜日を月曜日に変更

・ 川会診療所の診療曜日を木曜日に変更

・ 小代診療所（医科）は新任の医師が診療

・ 兎塚・川会歯科診療所は前年度と同じ診療体制

※  本年度の重点取り組み項目は

『命や人権を大切にし、他人

を思いやりいじめをしない豊

かなこころを育てよう』と『イ

ンターネットの適切な利用に

ついて積極的に学び、有害情

報への対応の強化を図ろう』

の 2点です。
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若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
企
画
課

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
若
者
を
支
援

交
付
対
象
者
の
主
な
要
件

　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

①
18
歳
以
上
45
歳
以
下
の
人

② 

お
お
む
ね
２
年
以
上
町
外
に
住
所
を
有
し

て
い
た
人

③ 

転
入
後
、
３
年
以
内
に
町
内
に
住
宅
を
建

築
ま
た
は
購
入
し
居
住
し
た
人
、
ま
た
は

町
内
に
住
宅
を
建
築
ま
た
は
購
入
後
、
１

年
以
内
に
転
入
し
た
人

④ 

建
築
・
購
入
し
た
住
宅
の
持
分
が
２
分
の

１
以
上
の
人

交
付
金
額

① 

※
１

町
内
施
工
業
者
と
請
負
契
約
を
締
結

し
住
宅
を
建
築
し
た
場
合
…
30
万
円

② 

※
２

町
外
施
工
業
者
と
請
負
契
約
を
締
結

し
住
宅
を
建
築
し
た
場
合
…
20
万
円

③
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
…
20
万
円

　

町
で
は
、
町
内
へ
の
若
者
定
住
を
促
進
し

よ
う
と
、
町
内
に
転
入
後
、
住
宅
を
建
築
ま

た
は
購
入
し
居
住
し
た
若
者
に
対
し
て
「
若

者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
」
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
条
件

　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

① 

３
年
以
上
継
続
し
て
町
内
に
居
住
す
る
こ

と
② 

玄
関
、
居
室
、
台
所
、
便
所
お
よ
び
風
呂

な
ど
を
備
え
て
い
る
独
立
し
た
住
居
で
あ

る
こ
と

③ 
建
築
ま
た
は
購
入
し
た
住
居
を
自
ら
居
住

す
る
た
め
に
所
有
し
て
い
る
こ
と

④ 

奨
励
金
の
交
付
は
同
一
世
帯
で
１
回
の
み

申
請
方
法

　

役
場
企
画
課
ま
た

は
各
地
域
局
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
住
宅
を
建
築
ま

た
は
購
入
後
、
１
年

以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
１ 

町
内
施
工
業
者
と
は
…

　

 　

建
築
工
事
を
行
う
、
町
内
に
本
店
を
有
す
る
法

人
ま
た
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
者

※
２
町
外
施
工
業
者
と
は
…

　
　

町
内
施
工
業
者
以
外
の
施
工
業
者

平
成
26
年
度

国
民
年
金
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
５

　

国
民
年
金
保
険
料
は
毎
年
度
改
定
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
度
は
前

年
度
よ
り
２
１
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５
２
５
０
円
と

な
り
ま
す
。

有
利
な
前
納
制
度

　

保
険
料
は
６
ヵ
月
分
や
１
年
分
な
ど
を

ま
と
め
て
前
納
（
前
払
い
で
納
付
）
す
る

と
割
引
が
あ
り
ま
す
。
納
付
方
法
は
①
納

付
書
に
よ
る
現
金
納
付
②
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
③
口
座
振
替
―
―
な

ど
が
あ
り
、
納
付
（
割
引
）
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
①
現
金
納
付
の
場
合
、
納
付
書

は
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例

　

前
年
度
に
承
認
さ
れ
た
学
生
納
付
特
例

期
間
は
３
月
末
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
ハ
ガ
キ
形
式
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
学
生
納
付
特
例
を

希
望
す
る
人
は
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は

在
学
証
明
書
の
原
本
と
印
鑑
を
持
参
し
、

役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※金額上段は納付額、下段カッコ書きは現金納付（毎月）に対する割引額
※口座振替による平成 26 年 4 月からの前納申し込みは、2月末日で締め切りました。

前納制度による納付（割引）額

納付方法 1ヵ月分 6ヵ月分 1年分 2年分

現金納付（毎月） 15,250 円 91,500 円 183,000 円 ―

現金納付（前納） ―
90,760 円
[740 円 ]

179,750 円
[3,250 円 ]

―

クレジットカード納付
( 前納）

―
90,760 円
[740 円 ]

179,750 円
[3,250 円 ]

―

口座振替（前納）
15,200 円
[50 円 ]

90,460 円
[1,040 円 ]

179,160 円
[3,840 円 ]

355,280 円
[14,800 円 ]
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲感謝状を手にする山口代表取締役（右）

　

乗
船
客
に
水
難
救
助
活
動
の
重
要
性

と
活
動
資
金
へ
の
募
金
（
青
い
羽
根
募

金
）
を
呼
び
掛
け
て
い
る
遊
覧
船
か
す

み
丸
有
限
会
社
（
山
口
都み

や

こ子
代
表
取
締

役
）
に
、
社
団
法
人
日
本
水
難
救
済
会

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
伝
達
式
が
３
月
20
日
、
役
場

本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
10
年
以
上
前
か
ら
乗
船
客
に

青
い
羽
根
募
金
を
呼
び
掛
け
て
い
て
、

昨
年
度
の
募
金
額
は
約
44
万
円
。
こ
れ

は
県
下
の
募
金
総
額
の
３
分
の
１
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
県
水
難
救
済
会
副
会

長
を
務
め
る
浜
上
町
長
か
ら
感
謝

状
を
伝
達
さ
れ
た
山
口
代
表
取
締

役
は
「
海
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
、
水
難
救
助
活
動
に
少

し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
思
い
、
長

年
続
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
お

客
様
の
善
意
を
集
め
て
い
る
の
で
、

感
謝
状
を
頂
け
た
こ
と
は
お
客
様

の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
募

金
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

３
月
20
日
、
町
と
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
但
馬
支
部
（
三
輪
正
彦

支
部
長
、
48
業
者
加
盟
）
と
の
間
で
「
災
害
時
に
お
け
る
支
援

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
災
害
時
に
お
い
て
同
支
部
は
①
町
が
開
設
す
る

避
難
所
な
ど
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
そ
の
燃
焼
機
器
を
優
先
的
に
供
給

②
供
給
時
に
は
そ
の
設
備
の
安
全
点
検
を
実
施
③
活
動
中
に
得

た
被
害
情
報
な
ど
を
町
に
提
供
―
―
す
る
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

町
は
災
害
応
急
対
策
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
に
は
町
が
行
う
防
災
訓
練
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
上
町
長
は
「
災
害
時
に
避
難
所
生
活
を
支
え
て
い
た
だ
け

る
こ
と
は
大
変
心
強
い
」
と
語
り
、
調
印
に
臨
ん
だ
三
輪
支
部

長
は
「
阪
神
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、
電
気
や

都
市
ガ
ス
に
比
べ
て
簡
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

即
応
性
が
評
価
さ
れ『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
』

と
証
明
さ
れ
た
。
万
一
の
災
害
発
生
時
に
は
、
そ
の
優
位
性
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
加
盟
業
者
で
団
結
し
て
協
力
し
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
但
馬
支
部
と
災
害
時
の
支
援
協
定
を
締
結

　

災
害
時
に
迅
速
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
！

▲協定調印後、握手を交わす浜上町長と三輪支部長

中小企業
振興資金融資制度

ご利用ください！

●問い合わせ先　役場観光商工課・各地域局

　　　　　　　　香美町商工会本所　℡ 0796・36・0123

資金名 資金使途 限度額 年利 融資期間

短期資金 運転 1,000 万円 1.5％ 1年以内

長期資金

運転 500 万円 1.8％ 5年以内

設備 1,000 万円 2.0％ 10 年以内

※短期資金と長期資金の併用はできません。
※ 長期資金のうち、運転と設備の併用はできますが、上限は合わせて
1,000 万円となります。

※ 異なる金融機関から融資を受ける場合は、限度額の超過にご注意く
ださい。

※ 融資および返済方法は取扱金融機関の定める方法によります。

融資内容

融資の対象

　町内に 6ヵ月以上事業所があり、申請時に町の

徴収金（税金など）の滞納がない中小企業事業者

融資内容

　下表のとおりですが、本年度中に「経営革新計画」

が認定された企業および「ひょうご中小企業技術・

経営力評価制度」活用企業は、長期（運転・設備）

の利率が 0.5％軽減されます。

申込方法

　金融機関、または香美町商工会本所、各支所に備

え付けの申込書に必要事項を記入のうえ、取扱金融

機関へ提出してください。

取扱金融機関

　但馬銀行、但馬信用金庫、みなと銀行、兵庫県信

漁連、たじま農協の町内各支店
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ プロバイダー契約の落とし穴 ～～～～～～～～～～～～～～ プププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロバババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイダダダダダダダダダダダダダダダー契契契約約約約約約約約約約約約約ののののののののののののののの落落落落落落落落落落落ととととととととととととととししししししししししししししし穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ プププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロバババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーー契契契契契契契契契契契契契契約約約約約約約約約約約約約ののののののののののののののの落落落落落落落落落落落落落落ととととととととととととととししししししししししししししし穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴 ～～～～～～～～～～～～～～～
【事例】

　A社とプロバイダー（インターネッ

ト接続）契約を結んでいたが、ある日

B社の代理店が自宅に来て「料金はそ

のままで、現在利用中の A社より通

信速度が速くなる。手続きはネット上

でするだけ」と勧誘され、B社と契約

した。

　最近になり、A・B両社から利用料

が請求されていることに気付いた。通

信速度は以前と変わらないので、B社

に解約を申し入れたが「契約日から 2

年以内の解約には違約金が必要」と言

われた。契約時に違約金が発生すると

は聞いていない。

　違約金なしで解約できないか。

【ひとことアドバイス】

◇ 相談者は、B社と契約すれば A社の手続きは自動的

に解約できると思い込み、契約が重複していました。

　 契約を変更する時は、自ら両社の手続きをする必要が

あります。

◇ 複雑な契約内容にもかかわらず、特典だけが強調され

たり、後になって契約時に説明のなかった利用料や解

約時に違約金が必要と分かったりすることがあり、注

意が必要です。

　 業者間での激しい利用者獲得競争がトラブルの要因と

考えられます。

◇ プロバイダー契約などは、訪問販売や電話勧誘販売で

あってもクーリングオフが適用されないため、いった

ん契約してしまうと解約は困難です。

　 トラブルを防ぐため、事前に内容をよく確認して契約

するかどうかの判断をしましょう。

相談は　こちらへ…
役場消費生活相談窓口（町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

　

こ
の
う
ち
町
内
を
巡
る
コ
ー
ス
は
次
の

３
コ
ー
ス
で
す
。

【
た
じ
ま
わ
る
２
号
山
コ
ー
ス
】

　

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
（
発
着
）
▼
Ｊ
Ｒ
豊

岡
駅
▼
神
鍋
高
原
▼
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー

デ
ン
▼
猿
尾
滝
▼
木
の
殿
堂
▼
但
馬
高
原

植
物
園
▼
全
但
バ
ス
福
岡
ハ
チ
北
口
▼
道

の
駅
ハ
チ
北
（
折
り
返
し
）

【
た
じ
ま
わ
る
２
号
海
コ
ー
ス
】

　

Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
（
発
着
）
▼
城
崎
マ

リ
ン
ワ
ー
ル
ド
▼
竹
野
浜
海
水
浴
場
▼
切

浜
海
水
浴
場
▼
ジ
オ
パ
ー
ク
と
海
の
文
化

館
▼
大
乗
寺
▼
Ｊ
Ｒ
香
住
駅
▼
道
の
駅
あ

ま
る
べ
（
折
り
返
し
）

【
た
じ
ま
わ
る
５
号
】

　

全
但
バ
ス
湯
村
温
泉
（
発
着
）
▼
但
馬

牧
場
公
園
▼
全
但
バ
ス
湯
村
温
泉
▼
Ｊ
Ｒ

浜
坂
駅
▼
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
▼
道

の
駅
あ
ま
る
べ
▼
Ｊ
Ｒ
香
住
駅
（
折
り
返

し
）

　

た
じ
ま
わ
る
は
、
利
用
区
間
に
よ
ら
ず

１
日
1
人
５
０
０
円
（
子
ど
も
は
２
５
０

円
）
で
、
乗
り
降
り
自
由
。
乗
車
時
に
車

内
で
購
入
す
る
乗
車
チ
ケ
ッ
ト
は
、
提
示

す
る
こ
と
で
特
典
が
受

け
ら
れ
る
観
光
施
設
も

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
た
じ
ま

わ
る
」
を
利
用
し
て
、

但
馬
の
魅
力
に
出
会
う

旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
夢
但
馬
２
０

１
４
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
、
夢
但
馬
周
遊
バ
ス
「
た
じ
ま

わ
る
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
れ
は
、
Ｊ
Ｒ
主
要
駅
と
観
光
地
を
結

ぶ
周
遊
バ
ス
の
名
称
で
、「
但
馬
を
ぐ
る
っ

と
回
る
」
こ
と
か
ら
「
た
じ
ま
わ
る
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
じ
ま
わ
る
は
、
Ｊ
Ｒ
の
利
用
客
や
但

馬
各
地
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
、

気
軽
に
複
数
の
観
光
地
や
観
光
施
設
を
巡

る
こ
と
で
き
る
よ
う
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

試
験
運
行
は
昨
年
度
実
施
。
利
用
者
か
ら

聞
き
取
っ
た
改
善
点
や

要
望
な
ど
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
夢
但
馬
２
０

１
４
と
の
相
乗
効
果
を

見
込
み
、
今
年
７
〜
11

月
の
土
・
日
曜
日
と
祝

日
、
但
馬
地
域
の
計
６

コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
巡

り
ま
す
。

★
夢
但
馬
周
遊
バ
ス
「
た
じ
ま
わ
る
」

こちら

情報局

夢但馬

●問い合わせ先　役場企画課
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

問い合わせ先

　役場総務課防災安全室

交
通
事
故

交
通
事
故
をなく

す
る
た
め
に
…

　

交
通
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

交
通
事
故
の
防
止
を
自
分
の
問
題
と
し
て

考
え
、
行
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
回

は
町
内
の
交
通
事
故
状
況
や
高
齢
者
の
事
故

防
止
方
法
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

36
件
、
47
人
―
―

　

52
・
７
％
―
―

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ

車両相互車両相互
25 件25 件

車両単独車両単独
8件8件

人対車両 2件人対車両 2件 自転車対車両 1件自転車対車両 1件

人身事故件数人身事故件数
36 件36 件

平成 25年平成 25 年

図 1）交通事故類型
（件）

44

9

1 11

000

4

6 6

０
時
〜

２
時
〜

４
時
〜

６
時
〜

８
時
〜

10
時
〜

12
時
〜

14
時
〜

16
時
〜

20
時
〜

22
時
〜

18
時
〜

図 2）人身事故の時間別発生状況

25～64歳25～64歳
25 人25 人

75歳以上75歳以上4人4人 6歳未満6歳未満1人1人

65～74歳65～74歳
5 人5人

16～24歳16～24歳
12 人12 人

死者・負傷者数死者・負傷者数
47 人47 人

平成 25年平成 25 年

図 4）年齢別死者・負傷者数

人身事故件数人身事故件数
36 件36 件

平成 25年平成 25 年

安全運転安全運転
義務違反義務違反
20 件20 件

優先通行妨優先通行妨
害等 2件害等 2件

横断等禁止横断等禁止
3件3件

その他その他
6件6件

通行区分通行区分
5件5件

図 3）人身事故の主な原因

　

こ
れ
は
、
町
内
で
昨
年
１
年
間
に
発
生
し

た
人
身
事
故
件
数
と
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

・
負
傷
者
の
人
数
で
、
そ
の
詳
細
は
図
１
〜

４
の
と
お
り
で
す
。

　

図
１
は
交
通
事
故
の
類
型
を
示
し
た
も
の

で
、
車
両
相
互
の
事
故
が
25
件
、
人
身
事
故

全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
時
間
別
の
発
生
状
況
を
見

る
と
（
図
２
）、
日
中
に
人
身
事
故
の
ほ
と

ん
ど
が
発
生
し
て
い
て
、
特
に
通
勤
、
通
学

の
時
間
帯
を
含
む
午
前
８
時
〜
10
時
が
最
も

多
く
（
９
件
）
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
身
事
故
の
要
因
で
ト
ッ
プ
に
あ
る
「
安

全
運
転
義
務
違
反
」
は
道
路
交
通
法
第
70
条

を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
の
違
反
で
、
例
を
挙

げ
れ
ば
、
脇
見
運
転
や
安
全
不
確
認
、
適
切

な
運
転
操
作
を
行
わ
な
か
っ
た
な
ど
を
指
し

ま
す
（
図
３
）。
ま
た
、
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
・
負
傷
者
数
を
年
齢
別
に
見
る
と
（
図

４
）、
日
常
生
活
で
車
を
使
用
す
る
頻
度
が

高
い
と
思
わ
れ
る
25
〜
64
歳
が
半
数
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
１
年
間
に
お
け
る
全
国
の

交
通
死
亡
事
故
者
数
に
占
め
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
割
合
で
す
。
幸
い
、
町
内
で
は
高

齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
全
国
的
に
見
る
と
年
々
高
く
な
っ
て

い
て
、
昨
年
は
過
去
最
悪
と
な
り
ま
し
た
。

　

死
亡
者
数
の
内
訳
と
し
て
最
も
多
い
の
が

歩
行
中
の
交
通
事
故
死
で
、
時
間
帯
的
に
は

夜
間
、
特
に
夕
暮
れ
時
か
ら
日
没
前
後
が
多

い
と
の
統
計
が
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
周
辺
の
い
つ
も
の
道
、
い
つ
も
の
時

間
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
油
断
す
る
こ

慣
れ
た
道
こ
そ
十
分
な
安
全
確
認
！

　

高
齢
者
の
死
亡
事
故
は
自
宅
周
辺
で
起
き

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
つ
も

の
道
、
い
つ
も
の
時
間
」
と
気
を
抜
か
ず
、

十
分
な
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ゆ
と
り
を
持
っ
て
横
断
歩
道
！

　

加
齢
に
よ
る
運
動
能
力
や
身
体
機
能
の
変

化
を
自
覚
し
て
、
無
理
を
し
て
道
路
を
横
切

ら
ず
、
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

黄
色
や
青
色
点
滅
は
「
止
ま
れ
」
！

　

遠
く
に
見
え
る
車
や
遠
く
に
聞
こ
え
る
エ

ン
ジ
ン
音
で
も
、
思
っ
た
よ
り
早
く
迫
っ
て

き
ま
す
。
黄
信
号
や
青
色
点
滅
信
号
に
な
っ

た
ら
、
次
の
信
号
を
待
つ
余
裕
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

夜
間
は
反
射
材
を
身
に
付
け
て
！

　

周
り
が
見
え
に
く
く
な
る
夕
暮
れ
時
は
、

帰
宅
を
急
ぐ
通
勤
者
に
よ
っ
て
車
の
流
れ
が

活
発
に
な
る
う
え
、
高
齢
者
も
目
の
衰
え
か

ら
黒
っ
ぽ
い
車
に
気
付
く
の
が
遅
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

高
齢
歩
行
者
の
存
在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
知

ら
せ
る
た
め
に
も
、
白
や
黄
色
な
ど
「
明
る

い
色
の
服
装
」
や
、
車
の
ラ
イ
ト
を
反
射
す

る
「
反
射
材
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

と
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
交
通
安
全
に
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 芸 か み文 芸 か み
小代俳句教室小代俳句教室

選者　尾崎 選者　尾崎 龍龍
しげみしげみ

半
分
は
わ
た
し
の
領
土
昼
ご
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

啓
蟄
や
話
の
い
と
ぐ
ち
ほ
ぐ
し
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷
子

焼
く
餅
の
匂
ひ
し
教
室
戻
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

待
つ
畑
を
覆
ひ
つ
く
し
て
春
の
靄も

や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
庭 

正
江

春
ゆ
ふ
ぐ
れ
砂
丘
の
襞ひ

だ

の
む
ら
さ
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

本
流
の
大
き
く
曲
る
雪
解
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

平
成
26
年
度
の
役
場
の
業
務
体
制
な
ど

■
異
動
概
要

　

４
月
１
日
付
の
異
動
者
は
67
人
、
３
月
31

日
付
の
退
職
は
16
人
（
一
般
行
政
職
な
ど
13

人
、
公
立
香
住
病
院
３
人
）、
４
月
１
日
付
の

採
用
は
11
人
（
一
般
行
政
職
な
ど
７
人
、
公

立
香
住
病
院
４
人
）
で
、
公
立
香
住
病
院
の

医
療
職
な
ど
を
除
い
た
一
般
行
政
職
な
ど
の

関
係
職
員
は
、
昨
年
当
初
に
比
べ
て
３
人
減

り
、
２
９
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

■
組
織
な
ど

・ 

香
美
町
病
院
事
業
管
理
者
の
退
任
に
伴
う

後
任
は
当
面
空
席
と
し
、
公
立
香
住
病
院
事

務
局
長
を
職
務
代
理
者
と
す
る
。

・ 

病
院
や
診
療
所
の
医
師
招
へ
い
お
よ
び
地

域
医
療
対
策
を
進
め
る
た
め
、
総
務
課
内
に

特
命
課
長
を
配
置
す
る
。

・ 

観
光
交
流
人
の
増
加
を
図
る
た
め
、
神
戸

市
内
に
営
業
所
を
開
設
し
、
主
幹
級
職
員
２

人
を
配
置
す
る
。

・ 

農
林
水
産
品
の
認
定
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

す
る
た
め
、
農
林
水
産
課
内
に
担
当
副
課
長

を
配
置
す
る
。

■
主
な
異
動（
課
長
級
お
よ
び
退
職
、採
用
者
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
で
掲
載
は
順
不
同

①
４
月
１
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

　

総
務
課
付
課
長
（
医
師
招
へ
い
・
地
域
医

療
対
策
担
当
）(

健
康
課
長
兼
地
域
医
療
対

策
室
長)

尾
崎
桂
子
▽
総
務
課
付
課
長
・
美

方
郡
広
域
事
務
組
合
派
遣
（
事
務
局
）(
小

代
地
域
局
次
長
兼
健
康
福
祉
係
主
幹)

藤
村

吉
孝
▽
健
康
課
長
兼
地
域
医
療
対
策
室
長
兼

兎
塚
・
川
会
歯
科
診
療
所
主
幹(

税
務
課
副

課
長
兼
収
税
係
主
幹)

古
家
亮
▽
農
林
水
産

課
長
兼
６
次
産
業
推
進
室
長(

村
岡
地
域
局

副
課
長
（
農
林
建
設
担
当
）)

松
岡
克
己
▽

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長(

教
育
総
務
課
副

課
長
兼
村
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
小

代
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長)

岡
俊
介
▽
小

代
地
域
局
長(

小
代
地
域
局
参
事)

田
輪
実

▽
教
育
総
務
課
長(

生
涯
学
習
課
長
兼
公
民

館
係
主
幹)

西
村
吉
弘
▽
生
涯
学
習
課
長(

農

林
水
産
課
長
兼
６
次
産
業
推
進
室
長)

岸
本

典
明
▽
公
立
香
住
病
院
事
務
局
長(

会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長)

濱
田
光
男

②
３
月
31
日
付
退
任

　

谷
岡
喜
代
司
（
香
美
町
病
院
事
業
管
理
者
）

③
３
月
31
日
付
退
職

　

中
村
修
（
小
代
地
域
局
長
）
▽
田
渕
洋
一

（
村
岡
地
域
局
次
長
）
▽
伊
井
義
行
（
美
方
郡

広
域
事
務
組
合
事
務
局
長
）
▽
黒
田
祐
弘
（
教

育
総
務
課
長
）
▽
島
田
斉
（
上
下
水
道
課
参

事
兼
矢
田
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽

水
間
浩
二
（
生
涯
学
習
課
参
事
（
小
代
区
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
担
当
））
▽
前
田
博
（
村
岡

地
域
局
運
転
員
）
▽
中
村
緑
（
佐
津
小
学
校

用
務
員
）
▽
青
山
政
行
（
香
住
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
技
能
員
）
▽
宇
田
憲
市
（
公
立
香
住

病
院
外
科
部
長
）▽
米
田
和
弘（
同
医
事
主
任
）

▽
山
本
規
予
美
（
教
育
総
務
課
副
課
長
）
▽

井
上
直
子
（
柴
山
保
育
所
長
）
▽
柳
本
奈
美

子
（
公
立
香
住
病
院
看
護
師
）
▽
石
川
成
範

（
小
代
診
療
所
長
）
▽
長
岡
弥
生
（
町
民
課
戸

籍
年
金
係
主
幹
）

④
４
月
１
日
付
採
用

　

小
代
診
療
所
長 

中
川
潤
一
▽
総
務
課 

今

井
和
希
▽
企
画
課 

藤
澤
大
樹
▽
税
務
課 

吉

田
徹
▽
町
民
課 

原
千
紗
▽
健
康
課 

林
み
る

▽
香
住
幼
稚
園 

井
上
愛
美
▽
公
立
香
住
病
院 

吉
田
真
弥
▽
同 

駒
居
み
な
み
▽
公
立
香
住
病

院
・
介
護
老
人
保
健
施
設 

柴
田
善
弘
▽
同 

畑
中
麻
弥
子

結婚サポーターを支援！
独身男女に出会いの場を

●問い合わせ先　役場企画課

　町では、過疎化・少子化対

策として、独身男女に出会い

の場を提供していただける団

体などに対して、その経費の

一部を助成しています。

対象者

　町内に住所のある人や町内

に勤務する人を対象に、結婚

支援を目的に出会いの場など

を提供する個人、団体、企業

助成対象経費（主なもの）

　独身男女が参加するイベント、自己啓発（魅

力アップ）講座、講演会などのうち、次に掲げ

る経費

　会場使用料、バス借上料、司会者謝礼、郵券

通信料、材料費、消耗品など（イベント参加者

の飲食代、宿泊代、お土産代は対象外）

助成額

1 事業 (イベント ) に対して上限 10万円を助成
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【主なマークの意味】
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求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 26年 3月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

ー
編
集
後
記
ー

平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
新
社
会
人
、

新
入
生
、
新
し
い
職
場
に
新
し
い
顔
ぶ
れ
。

周
り
の
空
気
が
一
気
に
入
れ
替
わ
っ
た
よ

う
で
、
何
事
も
清
々
し
く
、
ほ
ど
よ
い
緊

張
感
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
▼

皆
さ
ん
、
春
は
ど
の
よ
う
な
色
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
ま
す
か
。
花
び
ら
舞
う
桜
、
命
の

芽
吹
き
を
感
じ
る
新
緑
、
抜
け
る
よ
う
な

青
空
、
ポ
カ
ポ
カ
と
暖
か
い
陽
の
光
な
ど
、

優
し
く
柔
ら
か
い
色
調
と
自
然
の
営
み
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
春
は
自
然
の
力
が
満
ち
て
く

る
季
節
。
大
き
く
深
呼
吸
し
て
、
自
然
の

息
吹
を
体
の
中
に
取
り
込
み
た
い
も
の
で

す
ね
▼
適
度
な
緊
張
感
を
感
じ
な
が
ら
も
、

心
に
余
裕
を
持
っ
て
。
本
誌
の
編
集
も
そ

う
し
た
気
持
ち
で
向
か
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
み
う
ら
）

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（2/21 ～ 3/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

※ このコーナーは、先月（2/21 ～ 3/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

雪
玉
積
み
に
一
喜
一
憂
！

本
当
の
「
障
害
」
と
は
、
そ
し
て
「
共
生
」
と
は
…

香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会　

第
２
回
報
告
・
研
修
会
（
３
月
３
日
、
香
住
文
化
会
館
）

第
８
回
雪
玉
積
み
選
手
権

　
　
　

（
３
月
２
日
、
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
）

　

障
害
の
あ
る
人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
香
美
町
障
害
者
地
域
自
立
支
援

協
議
会
（
会
長
・
藤
澤
昌
彦
町
連
合
自
治
会
長
）

の
報
告
・
研
修
会
が
３
月
３
日
、
香
住
文
化
会
館

で
行
わ
れ
、
障
害
者
福
祉
に
携
わ
る
関
係
者
や
一

般
参
加
者
な
ど
約
90
人
が
障
害
者
を
取
り
巻
く
問

題
な
ど
を
考
え
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
平
成
22
年
度
に
設
立
さ
れ
、
委
員

の
任
期
は
２
年
。
報
告
会
で
は
平
成
24
、
25
年
度

の
同
協
議
会
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
障
害
者
の
た

め
の
防
災
・
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
普
及
、

障
害
者
の
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
な
ど
を

報
告
し
な
が
ら
「
支
援
者
が
学
び
、
横
の
つ
な
が

り
を
築
く
こ
と
が
大
切
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
し
の
み
や
」
の
玉
木
幸
則
セ
ン
タ
ー
長

が
「
誰
も
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
町
づ
く
り
」
と

題
し
て
講
演
。
仮
死
状
態
で
生
ま
れ
、
脳
性
ま
ひ

が
あ
る
玉
木
氏

で
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
障
害
者

の
権
利
確
保
や

生
活
環
境
の
改

善
を
図
ろ
う
と
、

国
の
社
会
保
障

審
議
会
障
害
者

部
会
委
員
を
は

じ
め
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
役
職
を

　

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
後
半
も
大
い
に
ハ
チ
北
エ
リ
ア
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、ハ
チ
北
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
３
月
１
、
２
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ
、

３
月
２
日
に
は
「
第
８
回
雪
玉
積
み
選
手
権
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

前
日
の
花
火
大
会
は
あ
い
に
く
の
霧
に
は
ば
ま
れ
、
満
足

で
き
な
か
っ
た
宿
泊
客
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
日
は
や
る
気

満
々
。
総
勢
33
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
本
日
の
最
高
記
録
が
今
年
度
の
世
界
記
録
と
な
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
世
界
中
で
ど
こ
も
や
っ
て
な
い
か
ら
で
す
」

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
は
参
加
者
か
ら
笑
い
声
も
。
ル
ー
ル
は
い

た
っ
て
簡
単
で
、
５
分
間
の
制
限
時
間
内
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
の
雪
玉
を
積
み
上
げ
て
、
そ
の
高
さ
を
競
う
も
の
。
し
か

し
、
高
さ
を
求
め
る
あ
ま
り
残
り
時
間
わ
ず
か
で
崩
れ
て
し

ま
い
「
あ
あ
っ
」
と
悲

鳴
を
上
げ
る
チ
ー
ム

が
続
出
。
優
勝
チ
ー
ム

に
は
、
松
葉
ガ
ニ
、
但

馬
牛
、
村
岡
米
の
豪
華

賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
各
チ
ー

ム
の
雪
玉
を
積
み
上

げ
て
、
３
ｍ
を
超
え

る
「
ハ
チ
北
の
白
い
巨

塔
」
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

歴
任
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の
障
害
者
情

報
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
「
バ
リ
バ
ラ
」
に
も
出
演
す
る

な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

番
組
出
演
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
「
こ
ん
な

番
組
は
な
く
な
れ
ば
い
い
の
に
」
と
発
言
し
た
こ

と
を
明
か
し
た
玉
木
氏
。「
出
演
者
が
否
定
的
な

発
言
を
す
る
の
は
前
代
未
聞
だ
っ
た
の
で
は
」
と

苦
笑
し
な
が
ら
も
「
障
害
者
と
健
常
者
が
と
も
に

分
け
隔
て
な
く
暮
ら
す
社
会
な
ら
、
障
害
者
を
特

別
に
取
り
上
げ
る
必
要
も
な
い
と
感
じ
た
の
で
発

言
し
た
。
障
害
者
と
い
う
修
飾
語
を
付
け
な
い
と

い
け
な
い
、
ま
た
、
そ
う
し
た
先
入
観
を
生
み
出

し
て
い
る
の
は
何
な
の
か
」
と
会
場
に
投
げ
か
け

ま
し
た
。

　

「
障
害
者
も
健
常
者
も
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
み

ん
な
が
共
生
し
て
い
け
る
の
か
を
考
え
、
そ
う
し

た
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
時
間
が
掛
か

る
こ
と
」
と
し
な
が
ら
も
「
決
し
て
諦
め
て
は
い

け
な
い
」
と
語
る
玉
木
氏
。「
障
害
者
を
疎
外
す

る
気
持
ち
は
誰
に
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
心
こ
そ
、

本
当
の
障
害
な
の
で
は
」
そ
し
て
「
役
割
を
持
た

な
い
人
間
は
い
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

▲崩れないように慎重に雪玉を積み上げる参加者

▲玉木氏の講演に真剣に聞き入る来場者

▲講演を行った玉木氏
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小
規
模
集
落
の
持
つ
「
可
能
性
」
を
模
索
！

　

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
集
落
の
活
性

化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
３
月
２
日
、
村
岡

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
小
規
模
集
落
活
性

化
事
業
報
告
会
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
講

演
や
町
内
２
集
落
の
事
例
報
告
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

町
は
小
規
模
集
落
の
定
義
を
「
住
民
の

40
％
以
上
を
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
、

か
つ
世
帯
数
が
50
戸
未
満
の
集
落
」
と
し
て

い
ま
す
。
町
内
に
は
34
地
区
（
平
成
25
年
４

月
現
在
）
あ
り
、
町
内
に
あ
る
区
・
自
治

区
（
会
）
の
約
28
％
に
上
り
ま
す
。
ど
の
集

落
で
も
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
活
性
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
本
町
で
も
町
独
自
の
施
策

や
県
の
「
地
域
再
生
大
作
戦
」
な
ど
を
利
用

し
、
活
力
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
報
告
会
は
、
県
の
小
規
模
集
落
元

気
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
「
人
・
ま
ち
・
住
ま
い

研
究
所
」
の
浅
見
雅
之
代
表
に
よ
る
講
演
の

ほ
か
、
村
岡
区
長
須
が
営
農
組
合
や
紙
す
き

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
同
区
丸
味
が
ミ
ョ
ウ

ガ
や
タ
ケ
ノ
コ
を
使
っ
た
特
産
品
開
発
を
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
、
町
内
の
小
規
模
集
落
の
代

表
者
や
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
集
落
の
活
性

化
方
法
な
ど
に
つ
い
て
模
索
し
ま
し
た
。

　

浅
見
氏
は
、
全
国
的
な
人
口
減
少
や
小
規

小
規
模
集
落
活
性
化
事
業
報
告
会
（
３
月
２
日
、
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

▲小規模集落の可能性を語る浅見氏

元
気
い
っ
ぱ
い
に
１
年
間
の
成
果
を
披
露
！

Ｂ
＆
Ｇ
元
気
体
操
教
室
発
表
会
（
３
月
８
日
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　

Ｂ
＆
Ｇ
元
気
体
操
教
室
の
１
年
間
を
締
め
く
く
る
発
表

会
が
３
月
８
日
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館

で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
成
果
を
披
露
。
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
子
ど
も
の
姿
を
ビ
デ
オ
や
写
真
に
収
め
な
が

ら
、
成
長
ぶ
り
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
始
ま
っ
た
こ
の
教
室
は
、
体
を
動
か
す

こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
仲
間
づ
く

り
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
。
小
学
校
就
学
前
の
５

歳
児
を
対
象
と
し
て
、
毎
年
５
月
ご
ろ
に
ス
タ
ー
ト
。
平

成
25
年
度
は
39
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
計
36
回
に

わ
た
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
寒
気
の
影
響
で
雪
模
様
で
し
た
が
、
足
元
か

ら
の
底
冷
え
を
も
の
と
も
せ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
。
緑
、

青
、
赤
の
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か

れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
平
均
台
の
下
を
く
ぐ
っ
た
り
マ
ッ
ト
の
上

を
四
つ
ん
ば
い
で
進
ん
だ
り
す
る
移
動
遊
び
や
跳

び
箱
や
鉄
棒
を
使
っ
た
運
動
な
ど
を
行
い
、
最
後
は

グ
ル
ー
プ
対
抗
の
リ
レ
ー
で
１
年
間
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
１
回
も
休
ま
ず
に
出
席
し
た
子
ど
も

に
は
皆
勤
賞
、
１
回
だ
け
欠
席
し
た
子
ど
も
に
は
精

勤
賞
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
は
記
念
撮
影
。
精
勤
賞
の

メ
ダ
ル
を
誇
ら
し
げ
に
首
か
ら
か
け
て
い
た
平
井

拓
磨
く
ん
（
香
住
幼
稚
園
、
香
住
区
下
浜
）
は
「
１

年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

し
、
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で
き
た
」
と
笑
顔
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

模
集
落
の
現
状
を
、
独
自
の
分
析
を
交
え
て

紹
介
。

　

「
農
村
部
が
元
気
に
な
る
に
は
、
効
率
性

を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
価
値

を
見
出
し
、
そ
れ
を
生
か
す
モ
デ
ル
を
考
え

る
と
い
う
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
り
、
人

口
減
少
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し

て
い
る
小
規
模
集
落
こ
そ
が
『
日
本
の
最
先

端
』
に
な
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　

「
そ
の
た
め
に
も
、
発
想
の
柔
軟
な
若
者

な
ど
を
集
落
に
巻
き
込
み
、
活
躍
の
場
を
与

え
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
「
大
事
な
こ
と
は
、

そ
こ
に
住
む
す
べ
て
の
人
た
ち
が
、
集
落
の

問
題
を
自
分
の
問
題
と
捉
え
る
こ
と
で
は
」

と
出
席
者
に
訴
え
ま
し
た
。

▲音楽に合わせて準備体操

▲勢いよく跳び箱を跳ぶ子どもたち
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
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美
方
郡
香
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町
香
住
区
香
住
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１
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メ
ー
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ホ
ー
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ペ
ー
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http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
109

号
）
平
成
26
年
4
月
10
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 26 年 3月 1日現在）

合　計　19,811 人（－  25）

　男　　 9,482 人（－  12）

　女　　10,329 人（－  13）

世帯数  6,771 世帯（－　8）

カッコ内は前月比

第
43
回

　

初
め
て
調
査
の
光
が
当
た
っ
た
の
は
昭
和
47（
１
９
７
２
）

年
頃
で
す
。
当
時
の
広
報
か
す
み
（
昭
和
47
年
６
月
１
日
発

行
第
１
６
７
号
）
に
は
、
１
段
目
が
縦
15
ｍ
×
横
20
ｍ
、
２

段
目
が
縦
10
ｍ
×
横
15
ｍ
の
２
段
積
み
の
石
垣
が
、
そ
の
西

側
に
は
参
道
を
思
わ
せ
る
幅
約
２
ｍ
の
遺
構
が
見
つ
か
っ
た

と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
の
調
査
で
判
明
し
た
の
は
こ

れ
だ
け
で
、
同
誌
は
「
寺
と
い
う
よ
り
は
、
草そ

う

あ

ん庵
（
草
ぶ
き

の
小
さ
な
家
）」
程
度
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
予
想
さ

れ
る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

　

再
調
査
の
機
会
が
訪
れ
た
の
は
昭
和
60
（
１
９
８
５
）
年
。

こ
の
付
近
に
畜
産
基
地
を
整
備
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
礎そ

せ

き石
と
呼
ば
れ

る
柱
を
支
え
る
た
め
の
土
台
と
な
る
石
が
、
縦
７
ｍ
×
横
７

ｍ
の
範
囲
に
８
個
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
瓦
や
器
な
ど
の
生
活
の
痕
跡
は
発
見
さ
れ
ず
、
寺

の
存
在
に
つ
い
て
確
証
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
日
、
昭
和
47
年
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
石
垣
は
、
昭
和

60
年
発
見
の
礎
石
と
は
関
係
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
も

の
の
、
や
は
り
草
庵
程
度
の
大
き
さ
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
深
い
但
馬
で
は
、
昔
か
ら
修
験
道
（
山
に
こ
も
り
厳
し

い
修
行
を
行
う
こ
と
で
悟
り
を
開
こ
う
と
す
る
も
の
）
が
盛

ん
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
萬
寺
も
、
そ
う
し
た
こ
と
に
関
係
す

る
施
設
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
住
区
小
原
の
奥
に
は
、
新
温
泉
町
藤
尾
に
通
じ
る
林
道

池い

け

が

な

る

ヶ
平
線
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
道
中
、
左
手
に
牛
を
放
牧
し

て
い
る
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
車
を
止
め
て
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
山
の
北
東
側
の
斜
面
に
少
し
平
ら
に
な
っ
た
場
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
周
辺
一
帯
は
「
萬ま

ん

じ寺
」
と
呼
ば
れ
る
土
地
で
、

そ
の
昔
、
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
寺
の
名
称
が
土
地
の
名
前
と
し
て
残
っ
た
の
で
は
」
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
詳
し
い
事
は
何
も

伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
確
認
で
き
る
資
料
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
お
寺
が
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
、
辛
う
じ
て
地
域
に
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

香
住
区
小
原
の
萬ま

ん

じ寺
廃は

い

じ寺
跡

町
指
定
文
化
財

萬寺廃寺跡

小原区

▲萬寺廃寺跡の場所

▼平成 23 年開催の説明会の様子


